
安政地震の噴砂現象

この絵は、安政3年 (1856)に出版された安政

見聞録中巻に載っているさし絵である。o地震の

前後地脈狂ふの僚という章に、著者服部保徳の知

人中山某が地震の折にたまたま駿府にあって噴砂

現象を目のあたりに見た話が、下記のように書か

れている。

昭和39年の新潟地震では、軟弱な地盤では地震

動により砂層が流動状態になる、いわゆる流砂現

象が起こって問題になった。新潟市でも、この流

砂現象に伴って、信濃川流域のかなり広範な地域

で噴砂現象が起こった。

流砂現象や噴砂現象を新潟地震の時にはじめて

知って驚いた人も多かったのだが、安政地震のと

きすでに静岡県では体験していたのである。

一この地震 (嘉永7年11月 5日=1854 XIl24 )の

とき余が知己なる中山何某といへる人遊歴して駿

河に居れりこの国は海道にても別て地震の厳しと

聞りその日巳哀IJごろ中山氏外の方にたち出て人と

物語なし居けるが破驚地震よといふ聞もあらず両

足壊て硝と倒れ起あがらんとなしけれどももかの小

児が戯れにすなる俵転びといふに斉天で転々とし

て立を難l元首下泥中より畑のごとく沙のごときも

の吹出てj前面を打る、ほどに目口だに聞き得ず心

昏眠して前後もしらず暫くして揺静まり漸く心地

われに返り起上りて四辺を見るに家みな斉しく崩

れ倒れて在し容には似もつかず四方に人の泣声聞

えてこは生ながら叫喚地獄ヘ堕しものかとあやま

たれ心を静めて篤と見るにわが家も崩る》のみか

三尺ばかり地中へ陥り衣類調度も何方にあるか屋

根壁崩れて覆ひぬれば頓に出さんやうもなく只管

に呆れ惑ふf圏斯のごとくなれ時一タの米もなく。

これを炊かん器さヘみな地中に埋もれていかにと

も詮方なしも殊にこの辺の井余崩れた日任意崩れさ'

るも泥吹き入て更に飲べきゃうもあらねば人々飲

食を断にけり (思ふに江都の地震烈しけれどもか

くばかりの事はあらず但し怪我人の他方より彩し

きは土地に人の多きがゆえのこと)かくてその翌

日に至り邑の荘屋諸方を募り漸くにして米を得三

粥に煮て泊したれば始めて喉を潤せりこの中山氏
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